
 

冬も折り返しを迎えましたが、引き続き新型コロナウイルス、インフルエンザなどの感染症に注意をしなけれ

ばいけない季節です。ウイルスや細菌に負けない様に、身体の免疫力を高めておく必要があります。免疫力を

下げないためには、「規則正しい生活習慣」「栄養をとる」「睡眠を十分にとる」ことを心掛け、環境作りにも

気を配ることが大切です。そして、ご家庭でも手洗い・うがい等をしっかり行い、感染予防、拡大防止に努め

ていきましょう。 
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知っておこう！  
感染経路と予防法 

 

子どもたちが集団生活をする中で、 

感染症は極力避けたい病気です。 

それぞれの感染経路や効果的な予防法を知ることで、 

子どもたちを感染症から守りましょう。 

 

どうやって感染するの？ 

 

※感染経路が１つでないものについては、予防法において、より

効果の高いほうに入っています。 

接触感染 

発病者に接触することで感染 

病原性大腸菌・サルモネ

ラ菌・腸炎ビブリオ・カ

ンピロバクター菌・ボツ

リヌス菌・ヘルパンギー

ナ・手足口病・とびひ・

流行性角結膜炎・急性出

血性結膜炎・感染性胃腸

炎（おう吐下痢症） など 

手洗いで高い予防効果 

飛沫感染 

くしゃみやせきなどで 

飛び散っただ液から感染 

うがいで高い予防効果 

咽頭結膜熱(プール熱)・イ

ンフルエンザ・りんご

病・おたふくかぜ など 

スキンケアの基本は、 

清潔と保湿 
清潔と保湿が、健康な皮膚を作る基本です。外あそびや手洗いの

あと保湿クリームを塗るなど、日常的なケアを心がけましょう。

また、冬でも半そでで過ごすお子さんがいますが、冬に肌を出し

ていると、肌の状態が悪くなることがあります。乾燥肌が気にな

る場合は、長そで・長ズボンを着用したほうがよいでしょう。 

予防接種および

感染者に近づ

かないことで予防 

水ぼうそう・結

核・はしかなど 

空気感染 

くしゃみ、せきなどで飛び
出したウイルスが、空気中
に浮遊して感染 


